「第６回日中化工シンポジウム」論文及び参加募集
化学工学会　国際交流委員会　中国委員会

日本側委員長　入谷英司（名古屋大学）

　第６回日中化工シンポジウムが、下記の通り中国/武漢で、中国化工学会と(社)化学工学会の共催により、2011年6月21日から24日まで開催されます。本シンポジウムの狙いは、限りある資源の循環再利用を進め、化学工業の進展と調和した持続可能な発展を促すために必要となる化学工学の諸技術を促進させることにあります。今回も、エネルギー、環境、新材料、バイオ、資源利用、分離技術、新技術など、幅広いテーマで論文を募集しています。
　グローバル経済と環境維持との矛盾が次第に顕在化している中、地域間の国際協力がますます重要になりつつあります。今回のシンポジウムの開催は、日中両国の化学工業分野における交流の促進、科学研究・技術開発の相互発展を目的とし、日中双方の科学者、技術者及び関係者に交流の場を提供することにあります。各大学、研究機関、企業の関係者の皆様の論文発表とご参加をお願い申し上げます。

主催：　中国化工学会、武漢行程大学、(社)化学工学会
開催場所：　武漢（中国）

開催日：　2011年6月21日（火）－ 24日（金）
会期内のシンポジウムは、全体会議、６つのテーマでの分科会、ポスターセッションによって、運営される。分科会は、１．化学工学におけるエネルギー源、２．環境と化学工学、３．化学工学における新材料、４．生物化学工学、５．化学工学における資源利用と分離プロセス、６．化学工学における新技術　の各テーマからなります。その他、大学見学、中国企業見学、日本に留学経験のある中国研究者・技術者との懇談会、大会バンケットが予定されています。

論文募集

論文要旨提出期限　3月31日（木）
　　アブストラクト（付属書1参照）と論文著者登録カード（付属書2参照）を提出。

論文原稿提出期限　5月16日（月）
　　論文（付属書1参照）を提出

論文要旨提出要領
　　ホームページの付属書1の様式のWordファイル（1ページ以内）と論文著者登録カードを、化学工学会にメール送付。

　　論文要旨のファイル名は、“(テーマ番号+A)著者名.doc”とすること。一人の著者が複数の論文要旨を提出する場合には、著者名の後に番号を付すこと。

　　ファイル名の例：　(5A)Iritani3.doc
　　論文著者登録カードのファイル名は、“(テーマ番号)著者名.doc”とすること。一人の著者が複数の論文要旨を提出する場合には、著者名の後に番号を付すこと。

　　ファイル名の例：　(5)Iritani3.doc

本論文提出要領

　　ホームページの付属書1の様式のWordファイル（2ページ以上、最大4ページまで）を化学工学会にメール送付。

　　論文のファイル名は、“(テーマ番号+F)著者名.doc”とすること。一人の著者が複数の論文要旨を提出する場合には、著者名の後に番号を付すこと。

　　ファイル名の例：　(5F)Iritani3.doc

提出先

　　化学工学会　国際交流委員会　事務局　小松　宛

　　komatsu@scej.org
使用言語・論文の発表等

　今回のシンポジウムの使用言語は英語とする。

　論文の発表は、全体会議、分科会、ポスターの３つの形式によるものである。

論文募集関連注意事項

　１．応募する論文は、シンポジウムのテーマと科学論文の条件を満たした上、独自性、創造性と新規性を有するものが望ましい。
　２．論文の著者が論文の全文（2ページ以上、最大4ページまで）と要旨（1ページ以内）の両方を提出する必要がある。シンポジウム主催者がこれに基づきプロシーディングを作成し、出席者に提供する。
　３．すべての論文をWordにより編集する。一つのファイルに論文一編のみを記録する。論文のフォーマットは付属書1を参照のこと。
　４．すべての論文はEメール形式で(社)化学工学会（日本）事務局小松にメール送付する。その後、まとめて、事務局より中国化工学会に送付する。
　５．論文募集期限

　　　論文要旨の提出期限は2011年3月31日まで。

全文は2011年5月15日まで

付属書ダウンロード

　１．「第６回中日化工シンポジウム論文およびアブストラクト

フォーマット図解」

　２．「第６回中日化工シンポジウム論文著者登録カード」
中国化工学会担当者：　戴　国慶
電話：　+86-10-64419602
Fax：　 +86-10-64419602

E-mail：daigq@ciesc.cn      daiguoquing@sohu.com

